
大
野
盆
地
の
古
墳
時
代
(
前
篇
)

ー
北
陸
に
お
け
る
地
域
研
究
一
!
l

中

日吉

世

司

T
i
 

は
じ
め
に
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福
井
県
人
と
な
っ
て
約
三
年
半
、
暇
々
に
あ
ち

こ
ち
の
山
を
歩
き
廻
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
今
日

ま
で
横
山
・
酒
生
・
御
茸
山
・
原
目
各
古
墳
群
な

ど
の
踏
査
を
ひ
と
と
お
り
終
え
た
。

前
稿
に
引
き
続
き
、
越
前
各
地
の
古
墳
群
の
様

相
を
踏
査
に
よ
る
「
発
掘
手
段
を
用
い
な
い
考
古

学
」
的
方
法
で
探
り
つ
つ
、
確
認
で
き
た
事
を
資

料
化
し
、
か
つ
紹
介
し
、
考
え
る
素
材
に
し
て
ゆ

き
た
い
。
ま
た
地
域
研
究
を
よ
り
系
統
的
な
調
査

に
す
る
為
、
今
後
も
漸
次
「
場
」
を
移
し
て
ゆ
く

事
を
考
え
て
い
る
。

中
司

大
野
盆
地
の
古
墳
時
代
(
前
篇
) 21ノ3

今
回
は
昭
和
田
十
九
年
の
踏
査
、
及
び
、
大
野

市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
昭
和
五
十
年
に
県

(
注
一
)

が
行
な
っ
た
分
布
調
査
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
大

野
地
域
を
取
り
上
げ
る
。
地
域
調
査
報
告
の
冒
頭

に
大
野
を
選
ん
だ
の
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た

様
相
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
、
そ
の
緊
急
報
告

の
意
味
か
ら
で
あ
る
。

E 

過
去
の
調
査
と
新
知
見

一
般
に
我
々
が
「
奥
越
」
と
呼
ん
で
い
る
旧
大

野
郡
域
は
、
最
近
ま
で
ほ
と
ん
ど
正
式
な
考
古
学

的
調
査
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
と
の
点
で
、
当

分
野
の
調
査
・
研
究
に
立
遅
れ
の
著
し
い
福
井
県

に
お
い
て
さ
え
も
、
ほ
と
ん
ど
手
っ
か
ず
の
空
白

地
帯
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
和
泉
村
や
旧
西
谷
村

を
除
く
と
、
わ
ず
か
に
大
野
市
落
合
遺
跡
を
帝
塚

山
大
学
堅
固
直
氏
、
勝
山
市
三
室
遺
跡
を
大
野
市

(
注
ニ
)

文
化
財
保
護
委
員
長
吉
田
森
氏
が
部
分
的
に
発
掘

さ
れ
、
大
野
市
大
矢
戸
古
墳
を
斉
藤
優
氏
が
視
察

(
注
一
ニ
)

・
報
告
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
遡
る
と
、
大
正
時
代
に
上

(
注
四
)

回
三
平
氏
に
よ
る
若
干
の
報
告
と
、

さ
ら
に
江
戸

(
注
五
)

時
代
に
「
越
前
国
名
蹟
考
」
を
現
わ
し
た
井
上
翼

章
が
砦
・
城
・
館
跡
を
か
な
り
の
数
で
記
載
し
て

い
る
の
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
様
な
調
査
の
散
発
的
な
状
況
は
昭
和
四
十

(
注
六
)

三
年
発
行
の
「
全
国
遺
跡
地
図
(
福
井
県
)
」
作

成
に
あ
た
っ
て
大
き
く
変
化
し
、
登
録
さ
れ
た
遺

跡
数
は大

野
市
四
十
七
カ
所
(
旧
西
谷
村
を
除
く
)

勝
山
市
二
十
五
カ
所

と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
大
野
盆
地
内
の
古
墳
は

大
矢
戸
古
墳
(
登
録
番
号
百
七
十
)

北
古
墳
(
登
録
番
号
百
七
十
一
)

中
古
墳
(
登
録
番
号
百
七
十
二
)

南
古
墳
(
登
録
番
号
百
七
十
三
)

の
四
基
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
奥
越
地
域
に
も
土
地
改
良
及

び
開
発
の
波
が
襲
い
、

ζ

乙
三
・
三
年
で
部
分
的

に
し
ろ
発
掘
調
査
の
行
な
わ
れ
た
も
の
は
か
な
り

の
数
に
の
ぼ
る
。
例
え
ば
、
大
野
市
佐
開
遺
跡

(
土
地
改
良
)
・
同
右
近
次
郎
遺
跡
(
宅
地
造

成
)
・
勝
山
市
本
郷
遺
跡
(
土
地
改
良
)
・
同
滝

波
万
清
水
遺
跡
(
区
画
整
理
〉
・
同
幕
根
遺
跡

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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(
土
地
改
良
)
等
で
あ
る
。

ま
た
、
乙
の
状
況
に
対
処
す
る
為
の
分
布
調
査

が
実
施
さ
れ
、
新
た
に
百
六
十
七
ケ
所
の
遺
跡
が

確
認
さ
れ
た
。
な
か
で
も
古
墳
の
基
数
の
伸
び
は

著
し
く
、
大
野
地
域
だ
け
で
も
先
の
四
基
が
百
二

十
七
基
と
な
り
、
前
方
後
円
墳
の
存
在
も
判
明
し

た
。
し
か
し
、
と
の
様
な
急
激
な
増
加
も
、
か
つ

て
山
稜
線
上
の
正
式
な
分
布
調
査
が
実
施
さ
れ
た

事
が
な
く
、
ご
く
必
然
的
な
帰
結
と
言
え
る
。

E 

「
大
野
地
域
」
内
の
古
墳
分
布

大
野
盆
地
は
九
頭
龍
川
が
勝
山
方
面
へ
流
れ
出

る
一
部
分
を
除
き
周
囲
を
山
嶺
で
固
ま
れ
、
平
地

の
広
さ
は
東
西
で
約
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北

で
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
盆
地
で
あ
る
。
乙
の
な

か
を
九
頭
龍
川
・
真
名
川
の
両
大
河
川
と
、
清
滝

川
・
赤
根
川
等
の
中
小
河
川
が
貫
流
し
て
い
る

が
、
自
然
的
環
境
に
お
い
て
一
つ
の
孤
立
地
域
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
風
土
的
同
一
性
を
も
持
っ

て
い
る
点
で
、
単
一
の
「
地
域
」
と
し
て
把
え
る

事
が
で
き
る
。

当
地
域
で
昭
和
五
十
年
度
末
現
在
、
百
二
十
七

基
の
古
墳
(
及
び
方
形
台
状
墓
)
が
確
認
で
き
て

お
り
、
そ
れ
ら
は

六

t
三
十
八
基
で

前
期
の
小
古
墳
群

を
構
成
し
て
い

る
。
分
布
は
ほ
と

ん
ど
盆
地
西
域
の

各
低
丘
陵
上
に
集

中
し
て
お
り
、
図

ー
の

A
Iー
が
そ

れ
ら
の
各
群
で
、

他
地
域
の
如
く
同

一
丘
陵
地
区
に
集

中
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の

散
在
状
態
か
ら
、

複
数
の
首
長
が
並

立
し
て
い
た
事
を

想
定
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
当
地
域
内

に
お
い
て
継
起
的

な
首
長
墓
の
遷
移

が
伺
え
、
前
述
の

大野盆地の古墳分布図 (A~I は前期の支群、黒点は後期古墳)図1
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「
政
治
的
な
単
位
地

単
一
性
と
も
関
連
し
て
、

(
注
七
)

域
」
と
し
て
把
握
す
る
事
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
総
基
数
も
福
井
平
野
縁
辺
の
丸
岡
・
松
岡
・

御
茸
山
古
墳
群
な
ど
他
の
「
地
域
集
団
」
の
墳
墓

数
に
匹
適
し
、
「
大
野
古
墳
群
」
と
し
て
把
握
す

る
事
に
抵
触
し
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
地
域
の
古
墳

を
右
の
様
に
総
称
す
る
。

さ
て
、
後
日
「
地
域
」
双
互
の
比
較
を
行
な
う

便
宜
上
か
ら
、
大
野
の
古
墳
に
次
の
様
な
番
号
を

符
し
て
お
き
た
い
。

(例〉
0
1
一l

l
二

0
・
・
・
大
野
古
墳
群

一
・
・
・
一
号

d

二
・
・
・
遺
物
番
号
二
番

(
た
だ
し
認
識
番
号
制
は
一
層
の
複
雑
化
と
混
乱
を
将

来
す
る
事
が
多
い
の
で
、
既
に
命
名
さ
れ
て
い
る
古
墳

に
つ
い
て
は
そ
れ
に
準
拠
す
る
。
ま
た
、
未
命
名
の
も

の
に
つ
い
て
は
支
群
番
号
名
を
第
一
義
的
に
使
用
し
、

全
体
番
号
も
副
次
的
に
使
用
す
る
。
)

各
古
墳
群
(
支
群
)
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。A 

御
城
山
支
群
(
一
二
十
八
基
)

犬
山
支
群
(
十
二
基
)
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B 

大
野
盆
地
の
古
墳
時
代
会
副
篇
)

C 

丁

支

群

(

十

三

基

)

花

山

支

群

(

八

基

)

稲
荷
山
支
群
(
九
基
)

東
稲
場
支
群
(
六
基
)

山
ケ
鼻
支
群
(
十
六
基
)

目

録

支

群

(

八

基

)

御
茶
ケ
端
支
群
(
九
基
)

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
基
に
、
従
来
良
く
知
ら
れ

て
お
り
な
が
ら
も
、
古
墳
と
し
て
記
載
も
れ
で
あ

っ
た
四
基
の
後
期
古
墳
が
追
加
で
き
、
総
数
は
八

基
と
な
る
。
就
中
、
大
矢
戸
古
墳
は
最
も
有
名
で

あ
り
、
時
期
的
に
前
後
す
る
が
、
ま
ず
後
期
古
墳

か
ら
取
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
。

目
下
考
え
ら
れ
る
後
期
古
墳
は
表

1
の
と
お
り

で
あ
る
。
以
下
、
各
古
墳
の
概
要
と
、
合
わ
せ
て

後
期
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
矢
戸
古
墳

(
o
l
一
)

乙
の
古
墳
に
つ
い
て
は
次
章
で
改
め
て
触
れ

D E F G H I 町

後
期
の
古
墳

今
回
の
分
布
調
査
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
古
墳

は
、
偶
然
に
も
全
て
後
期
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
も

164b 
0! 生蕨 (0 北 01 1島ホ

ー占L 一l古一ム{ 

七墳 )壌さ墳五墳

'-' ? I'-":f:t 3i:f:ti'-"墳'-"?I'-"?I'-"墳|)墳れ形
、._./、._./

? ? ? ? 穴横 穴横 穴横 横穴

部主内
石室式 石室式 石式室 式石室

体
? ? ? 

直 富周溝あ 周溝あ
万万

唱;刀 . . 
玉勾 土出

須恵 り り
• I 0 

土器出 南東
盗掘穴 墳頂 玉 警1票土 品

lと lと 土出。
崩落 あり 基音 。 再利 。臨胴

滅消 滅消 | 滅消

思考
。

麓山 平地 平地 平地 地平 地平 地平 段 立
丘

先端
地

後期古境一覧表表 1
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る
。
か
つ
て
山
口
次
郎
右
衛
門
氏
に
よ
っ
て
所
蔵

さ
れ
、
今
日
大
野
城
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
須
恵
器

が
当
墳
出
土
の
も
の
で
あ
る
。
古
墳
に
は
「
ジ
ン

ガ
マ
」
の
俗
称
も
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。

北
御
門
古
墳

(
o
l
一一)

氾
乱
原
上
に
立
地
し
て
お
り
、
従
来
「
北
御
門

経
塚
(
登
録
番
号
百
七
十
九
〉
」
と
呼
ば
れ
て
い

(
注
八
)

た
。
一
字
一
石
経
の
経
石
確
認
の
報
告
も
あ
る
が
、

踏
査
で
は
全
く
認
め
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
す

ぐ
近
辺
に
域
社
も
存
在
し
、
現
在
も
墳

E
裾
に
五

輪
塔
の
地
輸
が
横
転
し
て
い
る
な
ど
、
後
世
の
二

次
的
使
用
の
可
能
性
が
強
い
。

墳
径
約
十
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
・
八
メ
ー

ト
ル
で
、
も
と
三
メ
ー
ト
ル
余
り
の
高
さ
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
南
三
十
四
度
東
の

方
向
に
崩
落
が
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
三
十

t
五

十
セ
ン
チ
の
河
原
石
多
数
が
露
出
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
石
は
横
穴
式
石
室
の
構
築
材
と
み
ら
れ
、

配
材
に
河
原
石
を
用
い
て
い
る
点
で
、
真
名
川
・

清
滝
川
に
近
い
地
理
的
様
相
を
良
く
現
わ
し
て
い

4
G
o

，

ρ
 

乙
の
塚
の
古
墳
・
時
期
比
定
の
当
否
は
、
氾
乱

(
注
九
)

原
の
開
発
時
期
を
決
定
す
る
一
指
標
と
な
り
得
る

事
を
追
記
し
て
お
こ
う
。

(
注
十
)

青
塚
古
墳
(
O
|
百
二
十
五
)

木
ノ
本
扇
状
地
東
部
を
清
滝
川
が
削
っ
て
で
き

た
、
小
河
岸
段
正
の
先
端
に
存
在
し
た
と
の
事
で

あ
る
。
背
後
の
原
野
開
拓
で
破
壊
さ
れ
、
万
が
出

土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(
注
十
一
)

島
林
古
墳
(
O
|
百
二
十
六
)

青
塚
の
す
ぐ
西
に
存
在
し
た
と
の
事
で
、
立
地

は
全
く
同
様
で
あ
る
。
青
塚
よ
り
大
き
く
、
同
じ

様
に
「
石
む
ろ
が
あ
っ
た
」
と
の
事
か
ら
、
横
穴

式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
も
の
ら
し
い
。
青
塚

出
土
と
伝
え
ら
れ
る
万
・
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
小
玉
は

ζ

の
古
墳
の
も
の
と
の
事
で
あ
る
。
両
墳
と
も
消

滅
し
た
今
日
、
後
期
古
墳
で
あ
る
と
の
断
定
は
困

難
で
あ
る
が
、
伝
え
ら
れ
る
概
要
や
そ
の
立
地
か

ら
も
蓋
然
性
は
非
常
に
高
い
。

三
ツ
塚
古
墳
群

三
基
と
も
周
溝
を
巡
ら
し
、
ほ
と
ん
ど
接
し
て

造
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
、
こ
の
名
称
が
あ
る
。
木

ノ
本
扇
状
地
西
軸
線
の
、
赤
根
川
の
浸
蝕
地
形
へ

移
る
傾
斜
変
換
点
に
立
地
し
て
い
る
。
規
模
は
さ

ほ
ど
違
わ
な
い
も
の
の
、
外
観
で
は
中
古
墳
が
他

の
二
基
を
圧
し
て
い
る
。
墳
頂
は
平
坦
面
を
な
さ

ず
、
周
溝
や
立
地
か
ら
も
後
期
と
考
え
ら
れ
る
。

北
古
墳
(
O
|
三
)

現
在
升
本
家
の
墓
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ
ま

り
大
き
く
削
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
径
は

約
二
十
二
メ
ー
ト
ル
と
二
番
目
に
大
き
い
が
最
も

低
く
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
。
わ
ず

か
に
周
溝
が
見
受
け
ら
れ
る
。

中
古
墳
(
O
|
四
)

占
地
は
最
も
赤
根
川
寄
り
で
あ
る
。
墳
形
も
三

基
中
で
最
大
で
約
二
十
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

約
三
メ
ー
ト
ル
で
中
央
部
分
は
潰
乱
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
周
溝
も
最
も
幅
広
い
ら
し
く
、
今
日
も

そ
の
跡
を
良
く
残
し
て
い
る
。

南
古
墳

(
o
l五
)

径
は
最
も
小
さ
く
約
二
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

が
、
高
さ
は
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
と
最
も
高
い
。

南
|
三
十
度
|
東
の
方
向
に
崩
れ
て
お
り
、
あ
る

い
は
横
穴
式
石
室
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
周
溝
の
地
表
面
計
測
値
は
約
六
メ
ー
ト
ル

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



で
あ
る
。

蕨
生
古
墳
(
O
|
百
二
十
七
)

不
詳
な
点
が
多
い
が
地
域
内
に
お
け
る
後
期
古

墳
数
は
僅
少
で
あ
り
、
全
体
の
評
価
に
も
大
き
い

影
響
を
与
え
る
事
か
ら
も
あ
え
て
表
記
し
て
お

。
ノ
¥

為片
傾がか
斜出つ
面土て
をしit学
なた箇校
しと)建
ての設
い事の
るでさ
。あい
る、

地
形
は
山
館、

の

須
恵
器
・
直
万
破

次
に
資
料
紹
介
を
兼
ね
て
、
大
矢
戸
古
墳
の
特

徴
と
出
土
品
に
触
れ
、
ま
た
踏
査
資
料
か
ら
大
野

の
古
代
史
に
ど
乙
ま
で
迫
る
一
事
が
で
き
る
の
か
試

み
て
み
よ
う
。

V 

大
矢
戸
古
墳

(
O
|
一

)

39 

一
古
墳
と
副
葬
品

立
地
と
境
正

山
麓
の
傾
斜
を
も
っ
段
丘
先
端
に
築
か
れ
て
い

る
。
径
約
十
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
も
と
約
三
メ

ー
ト
ル
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
円
墳
で
あ
る
。

山
側
を
掘
割
っ
て
墳
正
を
築
成
し
て
お
り
、
傾
斜

大
野
盆
地
の
古
墳
時
代
ハ
前
篇
)

地
に
営
ま
れ
て
い
る
為
そ
の
大
部
分
は
地
山
削
り

出
し
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
封
土

が
大
幅
に
流
失
し
て
天
井
石
が
露
出
し
て
お
り
、

特
記
す
べ
き
外
部
施
設
は
認
め
ら
れ
な
い
。

石

室

南
l
六
度
|
東
に
閉
口
す
る
両
袖
型
横
穴
式
石

室
で
、
玄
門
部
に
は
石
を
縦
に
配
置
し
て
い
る
。
石

室
の
各
部
分
の
計
測
値
は
表

2
の
と
お
り
で
、
両

袖
部
分
の
張
り
出
し
は
各
々
七

1
十
セ
ン
チ
で
、

あ
ま
り
顕
著
で

は
な
い
。
天
井

石
は
三
枚
。
そ

の
合
ち
一
枚
は

道門 室室

袖中 奥室
部部

部央部会

幅長|幅長幅幅高幅長長

1.332.531.140.651.3711.4711.701|.39|2.60l5.781i 単m伺| 

石室各部分計測値一覧表

現
在
落
下
し
て

い
る
。
奥
壁
に

は
大
き
い
立
石

を
配
し
、
そ
の

右
側
に
で
き
た

間
隙
を
や
や
小

さ
め
の
石
で
埋

め
て
い
る
。
内

部
に
は
か
な
り

表 2

の
流
込
土
が
あ
る
が
、
玄
室
両
側
壁
の
腰
石
は
各

々
三
個
で
、
そ
の
上
に
四
、
五
段
に
五
十

t
九
十

セ
ン
チ
の
石
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
乙
の
用
材
は

周
辺
の
山
膚
に
多
く
同
様
な
石
が
露
出
し
て
い
る

事
か
ら
も
、
比
較
的
容
易
に
工
面
で
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

副

葬

品

正
式
な
調
査
を
経
て
出
土
し
た
も
の
で
な
く
、

欠
落
が
多
い
と
考
え
ら
れ
、
副
葬
品
と
し
て
の
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
な
い
。
現
在
須
恵
器
六
個
体
分

が
あ
り
、
う
ち
実
測
可
能
な
も
の
を
図

2
に
示
し

た。
。
杯
蓋

(
0
l
一
i
一
)

口
縁
の
四
分
の
一
程
度
の
破
片
で
あ
る
。
復
原

口
径
十
二
・
六
セ
ン
チ
で
、
暗
い
灰
色
の
焼
成
は

良
い
も
の
で
あ
る
。
横
ナ
デ
は
左
ま
わ
り
で
あ

ヲ

Q

。。
高
杯

(
0
l
一
l
l
一一)

杯
部
は
一
の
蓋
と
類
似
の
形
を
示
す
が
枕
線
を

持
つ
。
口
径
十
三
・
五
セ
ン
チ
、
器
高
十
四
・
八

セ
ン
チ
、
脚
裾
径
十
二
・
四
セ
ン
チ
、
暗
灰
色
で

焼
成
は
良
好
。
口
緑
端
は
や
は
り
丸
く
お
さ
め
稜

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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2 

20CM 。

大矢戸古墳出土須恵器図2
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を
な
さ
な
い
。
調
整
は
左
ま
わ
り
の
横
ナ
デ
で
、

内
面
底
部
に
は
仕
上
げ
ナ
デ
が
見
ら
れ
る
。
外
面

の
底
部
は
へ
ラ
削
り
さ
れ
、
脚
部
の
横
ナ
デ
と
と

も
に
左
ま
わ
り
で
あ
る
。
他
方
、
脚
中
央
部
の
二

本
の
出
線
は
右
ま
わ
り
引
き
で
、
内
部
に
は
シ
ボ

リ
目
が
認
め
ら
れ
る
。

。
眼

(
0
1
一l
一一一)

口
縁
部
は
欠
く
が
、
胴
部
径
九
・
六
セ
ン
チ
、

焼
き
の
悪
い
も
ろ
い
灰
白
色
の
も
の
で
あ
る
。
口

頭
部
に
横
ナ
デ
が
見
ら
れ
、
底
部
は
ヘ
ラ
削
り
さ

れ
〈
左
ま
わ
り
か
?
)
、
胴
部
枕
線
の
施
文
後
に

穿
孔
じ
て
い
る
。

。
台
付
蚕

(
0
1
一l
四
)

台
の
裾
は
欠
失
し
て
い
る
。
口
径
十
四
・
八
セ

ン
チ
、
胴
部
径
十
九
・
二
セ
ン
チ
、
査
の
高
さ
二

十
二
ニ
セ
ン
チ
で
あ
る
。
眼
ほ
ど
で
は
な
い
が
焼

成
の
悪
い
も
の
で
灰
白
色
に
近
い
。
口
頭
部
は
左

ま
わ
り
の
横
ナ
デ
、
胴
部
は
三
本
の
出
線
を
左
ま

わ
り
で
施
し
た
後
、
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
を

つ
け
て
い
る
。
と
の
こ
段
の
施
文
は
各
々
異
な
っ

た
工
具
を
使
用
し
、
上
段
の
方
が
鋭
い
。
胴
下
半

部
は
カ
キ
目
調
整
の
後
、
や
は
り
左
ま
わ
り
で
へ

41 
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司

大
野
盆
地
の
古
墳
時
代
(
前
篇
)

ら内ラ
れ面削
る l乙り

はし
横
ナ台
デ部
、を

底接
部合
l乙し
はて
仕い
上る
げ
ナま
デた
が'
見胴

以
上
が
本
-
墳
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
全
て
で

あ
り
、
各
個
体
に
認
め
ら
れ
る
回
転
痕
に
よ
る

と
、
ロ
ク
ロ
は
右
ま
わ
り
で
あ
る
。
乙
れ
は
そ
の

回
転
に
右
ま
わ
り
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
時
期

に
照
応
し
て
お
り
、
陶
邑
の

E
期
に
比
定
さ
れ
る

(
注
士
一
)

も
の
で
、
さ
ら
に
限
定
す
れ
ば
六
世
紀
末
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
須
恵
器
の
示
す
年
代
は
、
横
穴
式

石
室
の
配
石
状
態
か
ら
の
想
定
時
期
に
も
矛
盾
し

な
い
。

大
喪
は
通
常
墳
頂
な
ど
の
墳

E
上
や
墓
道
な
ど

か
ら
の
出
土
例
が
多
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
六

点
の
須
恵
器
は
当
時
使
用
さ
れ
た
器
種
内
か
ら
、

各
一
点
ず
つ
埋
納
さ
れ
た
か
の
様
な
趣
さ
え
示
し

て
い
る
。

他
の
副
葬
品
に
つ
い
て
は
現
在
知
る
事
が
困
難

で
あ
る
が
、
同
様
な
規
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

蕨
生
古
墳
、
ま
た
青
塚
古
墳
や
島
林
古
墳
の
出
土

品
を
も
っ
て
そ
の
一
端
を
窺
う
事
が
で
き
よ
う
。

。
蓋

(
o
i
一
|
五
)

口
縁
の
形
状
の
若
干
異
な
っ
た
聾
で
、
口
頭
部

と
底
部
の
一
部
分
が
残
っ
て
い
る
。
復
原
口
径
二

十
四
・
四
セ
ン
チ
、
器
高
は
七
十
セ
ン
チ
を
越
え

る
大
形
品
と
思
わ
れ
る
。
焼
成
は
良
好
で
灰
色
。

口
縁
部
に
は
自
然
紬
が
か
か
っ
て
い
る
。
乙
の
部

分
に
上
か
ら
一
本
・
二
本
・
二
本
の
三
段
に
沈
線

を
巡
ら
し
、
聞
に
連
続
刺
突
文
を
施
し
て
い
る
。

ま
た
カ
キ
目
も
部
分
的
に
見
る
事
が
で
き
る
。
体

部
外
面
は
全
面
に
平
行
タ
タ
キ
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
底
部
に
は
焼
き
台
の
痕
が
あ
り
、
そ
の
径
は

十
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
口
縁
部
は
内
側
に
傾

斜
し
、
内
部
は
横
ナ
デ
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
附
近

に
は
為
き
上
げ
痕
を
残
し
な
が
ら
、
以
下
あ
て
板

の
同
心
円
文
を
践
す
。
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
体

部
の
調
整
を
行
な
っ
た
後
、
口
頭
部
の
接
合
を
し

て
い
る
。

こ
れ
が
大
矢
戸
古
墳
で
あ
る
。
で
は
そ
の
被
葬

者
は
ど
の
様
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
、
次
に
そ
れ
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
の
他
に
堤
瓶
か
平
瓶
の
一
部
と
思
わ
れ
る

個
体
の
小
破
片
が
あ
る
。
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地
域
内
に
占
め
る
位
置

立
地
か
ら
の
観
察

図
ー
に
示
し
た
如
く
八
基
は
散
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
大
矢
戸
古
墳
は
現
大
矢
戸
部
落
の
背
後

に
あ
り
、
段
丘
先
端
に
立
地
す
る
も
の
の
、
谷
奥

の
為
そ
れ
を
望
む
事
の
で
き
る
範
囲
は
限
定
さ
れ

て
い
る
。
後
期
古
墳
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
通
有

な
立
地
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
立
地
を

示
す
の
が
蕨
生
古
墳
で
、
前
面
に
塚
原
の
段
丘
を

擁
し
山
裾
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
戦
後
開
拓
さ
れ

(
注
十
三
)

た
も
の
で
、
明
治
二
十
五
年
の
九
頭
龍
川
流
域
図

に
も
明
ら
か
な
如
く
、
周
囲
は
ほ
と
ん
ど
山
林
原

野
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
他
の
六
基
は
平
地
に
存
在
し
て
お

り
、
北
御
門
・
青
塚
・
島
林
各
古
墳
は
氾
乱
原
に

あ
る
事
か
ら
、
そ
の
墳

E
は
か
な
り
離
れ
た
地
点

か
ら
も
望
遠
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
三
ツ

塚
古
墳
群
も
現
在
は
部
落
の
背
後
で
あ
り
視
界
は

良
く
な
い
が
、
赤
根
川
流
域
の
可
耕
地
を
臨
む
良

好
な
地
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
ま
ず

。
平
地
に
立
地
す
る
グ
ル
ー
プ

。
山
麓
に
立
地
す
る
グ
ル
ー
プ

に
分
類
で
き
、
大
矢
戸
古
墳
は
当
地
域
の
古
墳
築

造
者
層
内
で
は
、
劣
弱
な
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人

に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
が
想
定
で
き
る
。

境
丘
か
ら
の
観
察

次
に
各
々
の
墳
径
を
比
較
し
て
み
る
と

。
三
ツ
塚
古
墳
群

。
北
御
門
古
墳
・
大
矢
戸
古
墳

の
ニ
群
に
弁
別
で
き
る
。
前
者
の
径
は
二
十
メ
ー

ト
ル
前
後
、
後
者
は
十
五
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ

る
。
乙
の
他
、
不
明
の
三
基
の
古
墳
も
後
者
に
属

す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
立
地
と
も
関
連
し
て
、

ζ

の
後
者
の
グ
ル
ー
プ
内
に
も
差
異
が
伺
え
る
の

で
あ
る
。
北
御
門
・
青
塚
・
島
林
の
三
古
墳
は
平

地
に
造
ら
れ
、
そ
の
墳
丘
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
土
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
大
矢
戸
・
蕨
生

両
古
墳
は
大
部
分
が
地
山
利
用
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
墳
径
は
ほ
ぼ
同
規
模
と
は
い
え
、

そ
の
築
成
に
あ
た
っ
て
両
者
の
投
下
労
働
力
総
量

の
差
は
大
き
い
事
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
先
の
二
、
グ
ル
ー
プ
は
さ
ら
に

三
ツ
塚
グ
ル
ー
プ

E

北
御
門
グ
ル
ー
プ

E

大
矢
戸
、
グ
ル
ー
プ

に
分
割
で
き
、
大
矢
戸
古
墳
の
被
葬
者
は
三
段
階

の
階
層
内
で
は
最
下
層
に
属
す
る
事
が
推
察
で
き

る。
内
部
主
体
か
ら
の
観
察

今
日
乙
の
地
域
内
に
お
い
て
他
に
横
穴
式
石
室

か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
北
御
門
・
青
塚
・
島

林
の
三
基
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
北
御
門
古
墳
は
埋

没
し
て
お
り
、
他
の
二
基
は
消
滅
し
て
対
比
資
料

と
し
て
使
用
で
き
な
い
。
ま
た
そ
の
他
の
も
の
は

不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
次
の
点
を
指
摘
す
る
に

留
め
て
お
こ
う
。

先
に
も
触
れ
た
如
く
、
大
矢
戸
古
墳
は
周
辺
数

十
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
無
数
の
岩
石
が
み
ら
れ
、

石
材
の
入
手
は
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
北
御
門
古
墳
は
石
材
の
河
原
石
の
大
き
さ

か
ら
、
少
し
離
れ
た
所
か
ら
運
搬
せ
ね
ば
な
ら

(
注
十
四
)

ず
、
ま
た
青
塚
・
島
林
両
古
墳
も
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
三
ツ
塚
古
墳
群
が
横
穴
式
石
室
で
あ

っ
た
場
合
も
ま
た
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

副
葬
品
か
ら
の
観
察

乙
れ
も
他
の
古
墳
の
も
の
は
伝
聞
で
あ
り
、
か
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つ
大
矢
戸
古
墳
に
も
欠
落
が
考
え
ら
れ
対
比
で
き

な
い
。
そ
こ
で
再
度
当
古
墳
出
土
の
須
恵
器
に
白

を
向
け
る
と
、
六
点
中
眼
・
台
付
査
の
二
点
が
焼

成
不
良
品
で
あ
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。

I 
以
上
の
観
察
を
綜
合
す
る
と

円
墳
径
約
二
十
メ
ー
ト
ル

平
地

ワ・円
墳
径
約
十
五
メ
ー
ト
ル

横
穴
式
石
室

円
墳
径
約
十
五
メ
ー
ト
ル
(
以
下
か
)

山
麓
、
地
山
利
用
、
横
穴
式
石
室

の
盆
地
内
に
お
け
る
三
つ
の
階
層
差
が
認
め
ら
れ

る
。
大
矢
戸
古
墳
は
通
有
な
様
相
を
一
不
し
な
が

ら
、
最
下
層
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
事
が
ほ
ぼ
明

ら
か
に
な
っ
た
。

E 

平
地

E 
百

他
地
域
の
調
査
か
ら

43 

今
ま
で
地
域
内
の
古
墳
の
様
相
を
探
っ
て
き
た

が
、
こ
ζ

で
そ
の
内
容
を
最
も
良
く
知
る
事
が
で

き
、
普
遍
的
な
様
相
を
も
っ
大
矢
戸
古
墳
を
媒
介

に
、
先
の
三
階
層
が
何
に
該
当
す
る
の
か
を
調
べ

て
み
よ
う
。中

司

大
野
盆
地
の
古
墳
時
代
金
型
周
)

盛
土

北
陸
は
一
般
的
に
後
期
古
墳
が
少

く
、
そ
れ
は
盆
地
内
の
基
数
に
も
顕

著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
為
詳
細

な
対
比
は
困
難
で
あ
る
が
、
群
単
位

で
調
査
さ
れ
た
も
の
と
し
て
鯖
江
市

(
注
十
五
)

天
神
山
古
墳
群
の
三
ツ
禿
支
群
を
取

り
上
げ
て
み
る
。

三
ツ
禿
支
群
は
十
四
基
で
構
成
さ

れ
る
山
麓
傾
斜
面
の
後
期
古
墳
群

で
、
そ
の
う
ち
九
基
の
横
穴
式
石
室

内
蔵
墳
の
玄
室
床
面
積
と
、
副
葬
品

を
表
記
し
た
の
が
表

3
で
あ
る
。

(
な
お
墳
丘
調
査
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

図
と
記
述
が
一
致
し
な
い
の
で
墳
径
は
取

り
上
げ
な
い
。
ま
た
同
様
に
玄
室
も
容
積

値
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
面
積
値
を

採
用
し
た
。
)

ま
ず
床
面
積
で
は

八
J
十
平
方
メ
ー
ト
ル

(
九
・
十
一
号
)

六

1
七
平
方
メ
ー
ト
ル

(
十
・
十
四
二
二
号
)

五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

盛
土

I E E 

古
墳
名

さ1512
芦 号 号

。コo
4 3 

相
号

O

10148 
号号号

αxコ
一一--1.

7 6 

刊
号

O
ム

8

9
号

O
」

O 傭面ふ

9 . 11 10 14 3 13 
古墳大矢戸

15 12 

民号 号 号 号 号 号 号 号 号

。。。。。。。。。
一 O 土器。。。。。。つ 。 玉類。。。。。。つ 。 量。。。。。。つ 。。万子。。。。。。つ 。

刀。。。e、，・-、.. 。 つ 刀。。
一

つ 馬具

5 9 

三ツ禿支群玄室床面積及び副葬品ー観表表3
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大
野
金
地
の
古
墳
時
代
公
盟
扇
〉

44 

(
十
三
・
十
五
・
十
二
・
一
号
)

に
分
け
る
事
が
で
き
る
。
同
様
に
副
葬
品
構
成
か

ら
、
も-

馬
具
・
万
・
そ
の
他
の
副
葬
品
を
合
わ
せ

持
つ
古
墳
(
九
・
十
一
号
)

E

馬
具
は
欠
く
が
、
刀
を
持
っ
か
鍔
か
ら
そ

の
存
在
が
伺
え
、
そ
の
他
の
副
葬
品
を
持
つ
古
墳

(
十
・
十
四
・
三
号
)

盟
副
葬
品
中
に
馬
具
・
万
を
持
た
ぬ
古
墳

(
十
三
・
十
五
・
十
二
・
一
号
)

に
分
け
ら
れ
、
双
方
は
対
応
し
て
い
る
事
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
号
は
問
題
が
あ
る
が
こ
こ
で
は

E

及
び

E
群
内
に
含
め
て
お
く
〉
。
こ
の
様
な
点
に

つ
い
て
は
、
中
園
地
方
の
現
象
か
ら
今
井
・
近
藤

(
注
十
六
)

両
氏
の
指
摘
を
み
て
お
り
、
古
墳
被
葬
者
の
属
性

は
副
葬
品
に
最
も
端
的
に
反
影
き
れ
て
い
る
訳
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
単
に
「
騎
兵
」
と
「
歩
兵
」
の

み
で
な
く
、
「
歩
兵
」
内
の
階
層
差
を
も
具
現
し

て
い
る
と
言
え
る
。

こ
れ
を
大
矢
戸
古
墳
に
つ
い
て
み
る
と
床
面
積

か
ら

E
、
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
必
然
的
に

E
に
入
る

事
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
ょ
っ

て
未
収
納
の
遺
物
が
何
で
あ
る
か
も
推
察
で
き
る

事
と
な
る
。

前
述
の
事
由
で
今
回
表
記
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
墳
正
規
模
及
び
占
地
・
墳
丘
築
成
に
あ
た
っ

て
も
、
当
然
そ
の
差
異
は
反
影
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

四

地
域
の
様
相

表

4
に
掲
げ
た
の
は
、
両
地
域
の
群
の
特
徴
を

摘
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
た
だ
し
、
乙
乙
で
注
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

三
ツ
禿
支
群
に
は
表
3
・
4
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外

に
も
五
基
の
後
期
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
。
特
に
東
小

盈量五戸孟霊」ζ こ二l
9 該当基数
82 総基 数

支
群
最
高
所
に
は
ー
、
当
群
の
盟
主
と
考
え
ら
れ
る
最
大

の
畠
中
古
墳
が
あ
り
、
西
小
支
群
に
は
小
形
竪
穴
式
石

室
を
内
部
主
体
と
す
る
小
円
墳
四
基
が
あ
る
。
し
か
し
、

畠
中
古
墳
は
五
世
紀
代
へ
入
る
後
期
初
頭
の
造
営
に
な

る
も
の
で
、
他
の
四
基
も
時
期
不
詳
の
為
今
回
は
除
外

し
た
。
そ
れ
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
現
在
大
野
で
最
下

層
と
考
え
ら
れ
る
大
矢
戸
古
墳
が
横
穴
式
石
室
を
採
用

し
て
お
り
、
総
基
数
八
基
の
時
期
も
群
集
墳
盛
行
期
に

求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
に
も
、
金
地
内
に
二
・

三
基
の
後
期
に
属
す
る
と
恩
わ
れ
る
古
墳
が
存
在
す

る
。
と
こ
ろ
が
、

ζ

れ
ら
数
基
は
そ
の
時
期
比
定
に
お

い
て
不
確
定
要
素
が
さ
ら
に
多
く
、
資
料
の
厳
密
性
を

著
し
く
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
か
っ
、
そ
の
一
部

冨リ

葬

表 4

一

一

一

群

内

規

一

一

分

一

分

布

一

立

地

一

一

一

墳

丘

築

成

一

百

一

一

一

模

対

比

一

一

一
〔
群
集
〕
一
山
麓
傾
斜
一
群
内
に
大
一
全
基
ほ
と
一
轡
r

剣
・
万
e

小
万

Mm
一
二
小
支
群
一
面
一
差
は
認
め
一
ん
ど
削
り
一
・
万
子
・
石
突
・
鍛

ω一
か
ら
な
る
。
一
一
難
い
。
一
出
し
。
一
・
耳
環
@
玉
"
須
恵
器

一

一

一

一

一

・

土

師

器

一
〔
散
在
〕
一
大
半
は
平
一
三
ツ
塚
古
一
大
半
は
盛
一
刀
・
勾
玉
ω

玉
・
須
恵
器

鈎
一
群
集
し
な
↑
地
。
一
時
野
一
一
州
一
土
。
一
一
基
一
(
判
明
し
て
い
る
も
の
の
み
)

何
一
い
。
一
二
基
の
み
一
聞
に
差
あ
一
の
み
削
り
一

一

一

山

麓

。

-

り

。

i

一
出
し
。
一

ロ
ロロ

大野・三ツ禿両群対照表
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は
畠
中
古
墳
に
合
致
す
る
年
代
と
性
格
を
想
定
し
て
い

る
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
の
様
に
限
定
し
た
場
合
種
々
の

問
題
も
生
起
す
る
が
、
続
篇
で
追
補
す
る
予
定
で
あ

る
。
)

45 

(
注
十
七
)

ま
ず
総
基
数
内
に
占
め
る
後
期
古
墳
の
割
合
が

か
な
り
違
い
、
大
野
は
三
ツ
禿
の
約
二
分
の
一
で

あ
る
。
次
に
分
布
で
は
、
三
ツ
禿
が
二
小
支
群
か

ら
な
る
群
集
形
態
を
と
る
の
に
対
し
、
大
野
は
一

(
注
十
八
)

部
が
複
数
で
あ
る
他
、
群
集
し
な
い
。
ま
た
三
ツ

禿
が
通
有
な
後
期
古
墳
と
し
て
の
立
地
を
占
す
の

に
対
し
、
大
野
で
は
同
様
な
立
地
を
示
す
も
の
の

方
が
少
な
い
。
同
一
群
内
に
お
い
て
の
規
模
の
対

比
で
は
、
三
ツ
禿
に
大
差
が
認
め
難
い
の
に
対

し
、
大
野
で
は
明
確
に
二
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

い
る
。
ま
た
墳
正
築
成
は
立
地
に
も
関
連
し
て
、

前
者
の
多
く
が
削
り
出
し
に
よ
っ
て
い
る
の
に
、

後
者
は
盛
土
の
方
が
多
い
。
内
部
主
体
・
副
葬
品

に
つ
い
て
は
後
者
が
発
掘
を
経
て
い
な
い
の
で
対

比
は
困
難
で
あ
る
が
、
大
差
の
無
い
も
の
で
あ
ろ

う
事
が
、
想
定
で
き
る
事
を
記
し
て
お
こ
う
。

乙
れ
ら
を
概
観
す
る
と
、
三
ツ
禿
に
当
時
期
の

古
墳
と
し
て
普
遍
的
な
現
象
が
多
く
現
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
相
違
す
る
諸
点
が
、
大
野
の
特
質
的

中
司

大
野
金
地
の
古
墳
時
代
ハ
前
篇
〉

様
相
を
現
わ
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
事
が
で
き

よ
う
。中

古
墳
は
種
々
の
要
素
か
ら
も
盆
地
に
お
け
る

首
長
墓
と
考
え
ら
れ
、
相
接
し
て
占
地
し
て
い
る

他
の
二
古
墳
は
、
親
縁
な
関
係
を
持
つ
首
長
に
連

ら
な
る
系
譜
の
被
葬
者
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
基
数
が
少
く
、
散
在
的
で
あ
る
の
は
ど
の

様
な
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
ツ
禿
に
そ
の
一
例
と
し
て
見
て
き
た
如
く
、

越
前
に
お
い
て
も
群
集
墳
盛
行
期
に
は
、
か
な
り

な
基
数
の
古
墳
が
一
地
区
に
集
合
し
て
造
営
さ
れ

る
。
と
り
わ
け
横
山
古
墳
群
・
酒
生
古
墳
群
・
御

茸
山
古
墳
群
の
三
群
に
は
、
数
十
基
の
当
該
期
古

墳
が
群
集
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
大
規
模
の
群
集
墳

は
、
有
力
豪
族
と
擬
制
的
族
縁
関
係
を
結
ぶ
事
を

契
機
と
し
て
営
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
群
中
に
は
、
前
方
後
円
墳
や
そ
の
径
が
二
十

メ
ー
ト
ル
を
越
す
円
墳
で
、
該
当
地
域
の
首
長
墓

と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
径
が
十

t
十

五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
通
常
の
大
き
さ
の
円
墳
だ
け

で
な
く
、
そ
の
径
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
規
模
な

円
墳
も
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
各
円
墳
の
占
地

に
あ
た
っ
て
は
、
強
い
規
制
が
加
え
ら
れ
た
事

(
注
十
九
〉

が
、
加
賀
市
二
子
塚
古
墳
群
の
調
査
結
果
等
に
も

現
わ
れ
て
い
る
。

古
墳
に
は
階
層
差
が
顕
現
し
て
お
り
、
群
集
墳

の
示
す
様
相
は
各
構
成
員
に
強
い
規
制
力
が
及

び
、
首
長
が
弱
小
な
階
層
ま
で
系
列
内
に
組
み
込

み
得
た
事
を
示
し
て
い
る
。

翻
っ
て
、
大
野
地
域
で
は
首
長
は
弱
小
階
層
ま

で
強
力
に
組
織
化
し
得
ず
、
ま
た
各
有
力
階
層
も

な
お
強
く
そ
の
主
体
性
を
保
っ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
当
時
期
と
し
て
は
珍
し
く
各
地
区
に

散
在
し
、
平
地
に
位
置
し
、
盛
主
に
よ
る
古
墳
が

多
い
の
も
、
そ
の
様
な
情
況
の
反
影
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
-
先
に
二
地
域
の
現
象
差
と
し
て
表
出

し
た
如
く
、
既
に
当
該
期
に
こ
の
様
な
地
域
差
が

浮
び
上
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

唖

前
篇
の
纏
わ
り
に
あ
た
っ
て

対
比
資
料
と
し
て
天
神
山
古
墳
を
姐
上
に
載
せ

る
事
と
な
っ
た
。
貴
重
な
発
掘
資
料
の
実
見
で
き

る
当
古
墳
群
は
、
多
大
な
意
義
を
担
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
調
査
委
員
の
方
々
に
よ
る
再
検
討
を
切

望
し
、
非
礼
の
点
は
御
詫
び
し
て
お
き
た
い
。
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た
だ
従
来
言
わ
れ
て
き
た
如
く
、
当
県
に
お
け

る
研
究
の
遅
れ
は
発
掘
資
料
の
僅
少
性
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
我
々
自
ら
の
不
明
と
浅
学
に
由
来
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
分
布
調
査
さ
え
不
完
全

な
現
状
で
あ
り
、
踏
査
に
お
い
て
、
同
一
地
域
で

回
を
重
ね
る
度
に
、
従
来
の
把
握
が
改
変
さ
せ
ら

れ
る
事
を
も
っ
て
し
で
も
、
ま
さ
に
自
分
の
問
題

で
あ
る
事
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
今
日
で
は
、
大
阪
や
関
東
で
そ
の
古
墳
の
ほ
と

ん
ど
が
破
壊
さ
れ
つ
く
し
た
時
、
裏
日
本
と
呼
ば

れ
る
後
進
県
が
、
そ
の
後
進
性
ゆ
え
に
こ
そ
大
き

い
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
と
さ
え
思
え
る
の
で

あ
る
。さ

ら
に
も
う
一
つ
。

mu
章
で
述
べ
た
事
は
た
だ

単
に
千
四
百
年
前
の
現
象
で
な
く
、
ま
さ
に
今
日

の
大
野
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
事
で
も
あ

る
。
既
に
私
な
ど
が
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
大
野

は
中
央
都
市
や
北
陸
道
ベ
ル
ト
地
帯
か
ら
離
れ
た

僻
遠
の
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
と
は
古
い
街
並

と
清
水
を
持
っ
た
秀
麗
な
山
並
に
固
ま
れ
る
盆
地

で
あ
り
、
け
っ
し
て
「

O
Oの
小
京
都
」
な
ど
で

は
あ
り
得
な
い
。
乙
の
街
の
歴
史
は
清
水
に
依
る

と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
く
、
地
下
水
に
つ
い
て
の

綜
合
調
査
が
必
要
で
あ
る
事
は
、

(
注
二
十
)

調
査
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
単
に
水
収
支
に
お
け
る
経
済
的
原
盟
上
か

ら
の
み
の
課
題
で
は
な
く
、
「
大
野
」
が
今
後
も

「
大
野
」
と
し
て
あ
り
続
け
る
べ
き
姿
の
模
索
で

も
あ
る
。

「
水
不
足
」
や
い
た
ず
ら
な
「
観
光
開
発
」
は

大
野
ら
し
さ
を
破
壊
す
る
も
の
以
外
で
は
あ
り
得

ま
い
。
機
能
的
な
だ
け
の
街
に
住
み
上
水
道
の
水

を
飲
む
く
ら
い
な
ら
、
も
は
や
小
東
京
と
化
し
た

福
井
市
の
方
が
合
理
に
徹
し
た
だ
け
ま
し
だ
と
思

え
る
の
だ
が
:
:
:
。
そ
の
上
、
自
ら
の
郷
土
に
誇

り
が
持
で
な
け
れ
ば
ど
こ
へ
住
ん
で
も
同
じ
で
あ

り
、
な
に
も
若
者
が
山
深
い
盆
地
に
留
ま
る
理
由

も
見
い
出
し
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
様

(
注
二
十
一
)

な
意
味
に
お
い
て
も
イ
ト
ヨ
の
調
査
は
「
大
野
学
」

の
根
幹
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

既
に
イ
ト
ヨ
の

本
文
は
、
大
野
盆
地
に
つ
い
て
大
野
市
教
育
委

員
会
松
本
正
治
、
天
神
山
古
墳
群
に
つ
い
て
宥
木

豊
昭
、
ま
た
松
村
忠
肥
・
平
井
恵
子
等
の
方
々
か

ら
の
教
示
と
助
力
の
も
と
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る

事
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

(
昭
和
五
十
一
年
二
月
一
日
)

(
注
)

一
、
参
加
者
は
青
木
豊
昭
・
桜
井
隆
男
・
木
下
哲
夫
・

車
崎
正
彦
・
今
橋
治
一
他
で
あ
る
。

二
、
吉
田
森
「
三
室
遺
跡
の
概
要
」
福
井
県
文
化
財
調

査
報
告
第
十
三
集
昭
和
三
十
八
年

三
、
斉
藤
優
「
福
井
県
大
野
市
大
矢
戸
古
墳
」
日
本
考

古
学
年
報
十
一
昭
和
三
十
七
年

四
、
上
回
三
平
「
越
前
及
若
狭
地
方
の
史
蹟
」
三
秀
舎

昭
和
八
年

五
、
井
上
翼
章
「
越
前
国
名
蹟
考
」
(
越
務
本
)
文
化

十
三
年

六
、
「
全
国
遺
跡
地
図
(
福
井
県
)
」
国
土
地
理
協
会

昭
和
四
十
三
年

七
、
近
藤
義
郎
「
月
の
輪
古
墳
」
昭
和
三
十
五
年

八
、
二
・
三
の
本
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
地
籍

は
字
蚤
塚
で
あ
る
。

九
、
南
方
の
医
王
寺
に
は
縄
文
時
代
後
期
の
遺
跡
が
存

在
し
て
お
り
、
地
貌
形
成
の
時
期
想
定
に
示
唆
を
与

え
て
い
る
。
乙
の
医
王
寺
遺
跡
の
地
籍
は
字
河
原
で

ホ
7
9
0

十
、
下
庄
史
談
会
の
方
々
に
御
教
一
示
を
得
て
い
る
。
ま

た
吉
田
森
他
「
大
野
の
あ
ゆ
み
」
大
野
市
昭
和
四
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十
三
年
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

十
一
、
地
元
の
方
か
ら
教
示
さ
れ
た
。

十
二
、
悶
辺
昭
三
「
陶
邑
古
窯
祉
群
I
」
平
安
学
園
考

古
学
ク
ラ
ブ
昭
和
四
十
一
年
須
恵
器
に
関
し
て

は
同
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

十
三
、
科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
「
九
頭
龍
川
沿
革

図
」
昭
和
四
十
一
日
咋

十
四
、
近
年
土
地
改
良
が
行
な
わ
れ
、
縦
横
に
排
水
路

が
掘
ら
れ
た
が
、
出
土
す
る
河
床
篠
は
小
さ
い
も
の

の
み
で
あ
り
、
石
材
の
供
給
源
は
よ
り
河
川
の
中
央

部
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

十
五
、
斉
藤
優
他
「
天
神
山
古
墳
群
」
鯖
江
市
教
育
委

員
会
昭
和
四
十
八
年

十
六
、
今
井
・
近
藤
「
群
集
墳
の
盛
行
」
『
古
代
の
日

本
中
国
・
四
国
』
角
川
書
庖
昭
和
四
十
五
年

十
七
、
天
神
山
古
墳
群
に
は
他
に
経
ケ
岳
・
春
慶
寺
山

両
支
群
に
も
対
応
す
る
後
期
古
墳
が
あ
る
と
の
事

で
、
と
こ
で
は
天
神
山
・
山
頂
支
群
な
ど
の
西
半
域

の
も
の
の
み
取
り
上
げ
た
。

十
八
、
大
矢
戸
古
墳
に
つ
い
て
は
周
辺
に
他
の
古
墳
の

存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
単
独
墳
の
可
能
性
が

強
い
。
注
三
文
献
に
同
じ
。

十
九
、
田
嶋
・
湯
尻
「
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概

報
」
石
川
県
教
育
委
員
会
昭
和
四
十
九
年

二
十
、
田
中
・
平
井
・
加
藤
「
大
野
盆
地
に
お
け
る
陵

封
型
イ
ト
ヨ
の
生
態
」
大
野
市
教
育
委
員
会

四
十
八
年

二
十
て
郷
土
学
に
つ
い
て
は
、
倉
田
公
裕
「
郷
土
学

(
秋
田
学
)
と
は
」
『
秋
田
県
立
綜
合
博
物
館
設
立

構
想
』
秋
田
県
昭
和
四
十
七
年
に
適
切
な
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
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